














































































































































































































































































































































































































































破　　砕　　機 3 3 3 0／3（o％）
サイ　モ　ンス
Rーン破砕機 6 6 6 0／3（0％） 0／3（0％）
ロール破砕機 3 3 3 0／3（0％） 0／3（0％）
ジョー破砕機 4 3 3 1／4（25％）
???????????
ジョー破砕機 4 0 0 4／4（100％）
コーン破砕機 3 0 0 3／3（100％）
コーン破砕機 6 0 0 6／6（100％）
















































45．846．1154．7 第1選鉱揚 第2選鉱場 第3選鉱場 大孤山選鉱場
1次ボールミ
汲P00～120HP
8 8 8 0／8（0％）
1次ボールミ
汲P8011P
4 0 4 4／4（100％）
1次ボールミ
汲R50HP
8 0 3 3／3（100％）5／5（100％）
2次ボールミ
汲R50HP
5 0 o 5／5（100％）磨砕
ﾝ備 2次チューブ
~ル25011P






3 0 3 3／3（100％）
中間分級機 4 0 4 4／4（100％）
???????
96 96 96 0／96（0％）
磁力選鉱機P0HP 93 0 38 38／38（100％） 55／55（100％）
選鉱
ﾝ備
磁力選鉱機P011P 102 50 52 52／52（100％） 50／50（100％）
磁力脱水槽 69 24 69 0／24（0％）19／19（100％） 26／26（100％）
淘　沙　槽 276 96 276 0／96（0％）76／76（100％）104／104（10D％）
尾鉱濃集機 11 9 9 0／4（0％） 0／2（0％） 0／3（0％）2／2（100％）尾鉱
?攝











































精鉱濃集機 14 4 12 0／4（0％）4／4（100％）4／4（！00％）2／2（100％）
??????
精鉱乾燥設備 3 0 0 3／3（100％）
ドルコポンプ 12 4 12 0／4（0％）4／4（1GO％） 4／4（100％）
オ　　リ　バ　　ー
t　ィ　ルタ　一
！1 5 11 0／5（0％）6／6（100％）
ド　　ル　　　コ
t　ィ　ルタ　一
11 3 7 0／3（0％） 4／4（10D％） 4／4（100％）
?ィ??ー??
真空ポンプ 5 4 9 0／2（0％）1／1（100％） 0／2？（0％）
コンプレッサー 6 2 6 0／2（0％）2／2（100％）0／2（王00％） 2／2（ユ00％）
小型焼結機 6 0 0 6／6（100％）
附属ファン 6 0 06／6（100％）
附属ダス　ト
|　　ン　　プ 6 0 0 6／6（100％）
附属ダス　トコ　レ　ク　タ　一 6 0 o 6／6（100％）
大型焼結機 4 0 4 2／2（100％）2／2（100％）
??????????
附属ファン 4 0 4 2／2（100％）2／2（1GO％）
附属ダス　トコ　レ　ク　タ　一 8 0 8 4／4（100％）4／4（100％）
附属スパイダー
Nラッシャー
4 0 4 2／2（100％） 2／2（100％）
バ　ッ　ク　ミ　ル 6 6 6 0／6（0％）














































































高炉名 日産能力 被　害　原　因 修復順位（修復時期）
第1高炉 400トン 八路軍爆破 2（49年6月末）
第2高炉 400トン 入路軍一部爆破 1（49年9月）
第3高炉 550トン ソ連軍一部撤去 80r9（57年末？）
第4高炉 600トン 一般略奪？ 3（50年1月）
第5高炉 700トン ソ連軍一部撤去 7（55年7月）
第6高炉 700トン ソ連軍一部撤去 6（54年9月30日）
第7高炉 700トソ ソ連軍一部撤去 5（53年12月）
第8高炉 700トン ソ連軍一部撤去 4（53年3月）
第9高炉 700トン ソ連軍一部撤去 80r9（57年末？）
資料。内閣総理大臣官房調査室［1956aコ39－43ページ。ただし，第3高炉の日産能力
　　500トンについては，梅根常三郎述［1946］，Pauley［1946コその他によって550ト
　　ンに訂正した。
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れそれの原因と修復時期をまとめたものである。見られるように，各溶鉱炉
の被害の程度と修理の終了時期は，かなりばらついている。ソ連軍は6基の
高炉の重要部分（送風機，捲揚機，炉頂装置，マッド・ガンなど）を持ち
去ったが，励磁（ヤグラの4本柱，鉄皮，鉄帯，挿入用傾斜塔）はそのまま
現場に残された。ソ連軍が取り去った6基の高炉の付帯設備は，貨車による
運搬が可能なものであった。これについてのPauley［！946］の被害記録は詳
細である。捲揚設備（hoisting　equipment），高炉用ターボ型送風機（turbo－blo－
wer），ホット・ストーヴ・バーナー（hot　stove　burner），銑鉄挿入機？（p－
ig　iron　casting　machine），熔鉄鍋（pig　ladles）といった機械設備が撤去さ
れ，この他にも貯堀場トランポーター・ブリッジ（loading　bridge　of　loading
bin）1機が完全に搬出され，他の1機が部分的に取りはずしを受けたという
（110ページ）。しかし，Pauley［1946］は同時に，二つの700トン溶鉱炉は他
の溶鉱炉の残存設備を流用することによって6ヶ月以内の操業が可能であ
り，そのうちの1基はすでにソヴィエト軍によって修理が進んでいたため，
3ヶ月以内での再稼働も可能であると観察していた（110ページ）。
　ソ連軍が破壊しなかった残りの高炉3基については，ソ連軍の撤収した
1946年2月の段階では，損害はまったく軽微であった（内閣総理大臣官房調
査課［1956a］39ページ）。しかし，ソ連軍が鞍山を撤収した直後の1946年2
月に製鉄所区域を占領した八路軍は，これらの高炉に新たな損害を与えた。
八路軍は！946年4月に国民党の攻撃によって鞍山を撤退したが，同年5月24
日の反撃で数日間の一時的な再占拠に成功した。そして，国民党軍の攻撃に
よって2度目の撤退を強いられたこの6月初頭の時点で，八路軍はソ連軍が
手を着けなかった残余の3基の中の1基（第1高炉）を爆破し，他の1基
（第2高炉）についても打撃を与えた。Pauley［1946コには，この時の破壊
工作によって大きく傾いた2つの蛇体の証拠写真が載せられている（112
ページ）。この段階で無傷の高炉は日産能力600トンの第4高炉ただ1基と
なった。第1，2溶鉱炉の被害は，各炉体の一部（ヤグラの4本柱中の1一
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2本）および炉底の一部であった（内閣総理大臣官房調査課［1956aコ39ペー
ジ）。これによって昭和製鋼所の高炉設備能力34万2千トソが失われたが，
これは同所の銑鉄年産能力195万トンの17．5％に相当した（Pauley［1946］
92ページ。ちなみに同一箇所に記載されている！945年8月現在の設備能力
252万4千トンは，満洲製鉄本渓湖支社分を含んだものである）。
　国府軍の資源委員会鞍馬鋼鉄有限公司は，1946年6月に鞍懸を再占領する
と，まずはじめに，この第1，2高炉（各日産400トン）の修繕に着手した。
既述の通り，資源委員会は，少なくとも1947年3月の段階まで，1947年9月
1日に年産20万トンの規模で高炉の運転を再開するという目標を掲げ，第1
高炉の捲揚機の改修，熱風炉内煉瓦の検査などに集中的に取り組んだ。第1
高炉関連の上記の補修は，1947年3月には完了していた（資源委員会
［1947］27ページ）。第2高炉の修復は1947年末には，ほぼ完了した。しか
し，この二つの高炉については，吹き入れ以前の段階で入路軍の攻勢が高ま
り，1948年2月には国府軍が鞍山からの撤退を余儀なくされたため，操業を
再開するにはいたらなかった（内閣総理大臣官房調査室［1956aコ39ペー
ジ）。
　国府軍に替わって叡山を占領した八路軍は，資源委員会の手によって修築
が進んでいた第1，第2の高炉2基と，もともと損害が軽微であった第4高
炉の再建に着手した。第2高炉は1949年6月に，第1高炉は49年9月に，第
4高炉は50年1，月に再度の火入れをみた。その後はおおよそ2年間，高炉の
修復作業は中座したという。
　1952年3月に第8号高炉の再建作業が始められ，同高炉の修理作業は53年
3月目完成し，火入れされた。1953年12月には第7号高炉が，1954年9月に
は第6号高炉が，1955年7月には第5号高炉が修復された。第7号，8号高
炉の修復においては操業の自動化がはかられ，これによっても生産性の向上
が実現されたという（内閣総理大臣官房調査課［1956a］39ページ）。第7，
8号高炉の修復は，第1次五力年計画に対するソヴィエトの援助，いわゆる
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156項目の重点建設の一環であり，その他の高炉についても「重要な工業部
門の建設はほとんど例外なくソ同盟の援助による基本建設であった」といわ
れる（中国研究所編［1955］270ページ）。しかし，五力年計画が開始された
1953年以前の一連の高炉の修復資材がどこから調達されたかについては，
はっきりしない。
　昭和製鋼所（この段階では鞍山製鋼所）の製銑実績は，1952年には70万ト
ソへと回復した。その水準は戦前の最高であった1943年の224．4万トソに比
べればまだまだ低いものではあったが，それでもその生産高は戦前の最高水
準で鋼塊（1952年77万トン，1938年実績56万トン），鋼材（1953年76万トン，
！943年実績75万トソ）を生産するに十分な量であった（内閣総理大臣官房調
査室［1956a］47，64，75－6ページ）。戦後の鞍山製鋼所では，満洲始期の昭
和製鋼所とは異なって，製鋼原料銑鉄の日本への輸出が操業目的とされるこ
とはなかった。銑鉄生産が鋼材生産に大きく立ち後れるという日本鉄鋼業の
銑鋼アンバランスを補強する必要，つまり銑鋼逆アンバランスを創出する必
要は，独立を達成した社会主義中国においては，まったく消失していたから
である。高炉の復興は鋼塊，鋼材生産設備の復旧速度にあわせて進められ
た。この点に関わって，Pauley［1946］は，塗抹設備の生産能力が1943年の
水準に完全に復帰するためには2年半いし3年を要すると見積もっていたが
（110ページ），そうした早期の完全復旧は，破壊される以前の，そして修復
されつつあった鋼塊，鋼材の生産力の水準を考えるならば，必ずしも追及さ
れる必要がないものであった。
　昭和製鋼所の溶鉱炉は，1949年にいたるまで，生産能力を100％低下させ
ていた。製銑部門の戦争被害は，確かに甚大なものであった。しかしなが
ら，そうした高炉の被害は重要パーツに集中し，炉体そのものは修復による
再利用が可能な状態で残された。Pauley使節団に加わって採鉱・選鉱部門，
鼠銑部門を担当したジョンストン（Theodore　L．Johnston）　eま，この点を次の
ように指摘していた。
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　In　most　cases　the　equipment　rernoved　is　only　a　fraction　of　the　whole
installation　but　that　fraction　consitituted　a　vital　missing　link　that　prevents
the　whole　unit　from　operating　（Pauley　［1946］　aPpendix　5，　Plant
lnsPection　Report　2－a－1，　p4）　．（4）
　ジョンストンがここで強調したことは，ソ連軍によって取り去られた諸設
備がたいていは施設全体にとってその一部にすぎなかったこと，しかし，そ
れらは施設の運転にとって不可欠の部分であり，それらの欠落によって採鉱
所，選鉱工場，製銑工場の操業には大きな障碍が生じていた，ということで
あった。
　ソ連軍が撤収した後に取り残された製銑関連設備は，操業不可能な破壊状
態にあった。しかし，それは治安が回復して修復が施されるならば，早期に
銑鉄生産を再開することが可能な状態でもあった。八路軍と国民党による内
戦の中で諸設備とりわけ素適設備の破壊はさらに進んだが，それでも早期の
修復は可能であった。関東軍，ソ連軍，八路軍，国府軍，八路軍，国府軍の
順番で各勢力下を動いてきた諸施設は，1948年2，月の段階で八路軍の三度目
のそして最終的な占領にゆだねられ，急速に生産力を回復していったので
あった。
（4）ジョンストンの経歴については調べていないが，彼は連合軍最高司令官マヅカー
　サー将軍の指示によって臨時の随行員となった技術者であった。調査団のメンバーに
　ついてはおおむね階級が付されているが，ジョンストンについてはそれがない。ジョン
　ストンは軍人ではなく，民間人であった可能性もある（Personel　Temporarily　Assigned
　to　U．　S．　Reparation　Mission　by　General　of　the　Arrny　Douglas　MacArthur，　Supreme
　Commander　for　the　Allied　Powers，　as　Engineers　and　Consultatants，　Pauley　［1946］
　General　Staff　of　the　United　States　ReParations　Mission，　Pii）．
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